
「
絆
を
深
め
る
ま
つ
り
と
観
光
振
興
」

　

盛
夏
の
候
、
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
ご

健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

平
素
は
、
竜
王
町
観
光
協
会
に
格
別

の
ご
理
解
と
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
ま
で
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
経
済

活
動
も
制
限
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

本
年
五
月
よ
り
活
動
の
活
性
化
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
町
内
の
伝
統
行
事
や
祭

り
も
三
～
四
年
振
り
に
地
域
の
保
存
継

承
や
絆
を
よ
り
深
め
る
為
、
再
開
さ
れ

ま
し
た
。

　

五
月
三
日
に
は
、
山
之
上
の
ケ
ン
ケ

ト
祭
り
長
刀
振
り
が
昨
年
十
二
月
に
ユ

ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
「
風
流
踊
り
」

に
登
録
認
定
さ
れ
、
竜
王
町
登
録
記
念

式
典
と
祭
礼
が
斎
行
さ
れ
、
多
く
の
ご

来
賓
や
カ
メ
ラ
マ
ン
等
散
見
さ
れ
賑
わ

い
が
戻
っ
た
祭
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
十
二
月
に
は
、
米
・
食
味
分
析

国
際
コ
ン
ク
ー
ル
が
小
諸
市
で
開
催
さ

れ
、
竜
王
町
が
見
事
環
境
王
国
認
定
審

査
会
に
よ
り
「
環
境
王
国
」
に
認
定
さ

れ
ま
し
た
。
竜
王
町
の
豊
か
な
自
然
と

美
し
い
景
観
を
守
り
、
雪
野
山
や
鏡
山

の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
安
全
性
や
充

実
に
配
慮
し
た
整
備
を
推
進
し
、
多
く

の
ハ
イ
カ
ー
が
リ
ピ
ー
タ
ー
と
し
て
満

足
し
て
頂
け
る
様
、
景
観
眺
望
の
充
実

を
計
り
ま
す
。
環
境
に
配
慮
し
た
農
産

物
や
特
産
物
の
産
出
と
、
竜
王
ブ
ラ
ン

ド
の
確
立
に
よ
る
尚
一
層
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
繋
げ
ま
す
。

　

ま
た
、竜
王
町
の
魅
力
発
信
と
し
て
、

三
井
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
パ
ー
ク
滋
賀
竜
王

内
に
「
竜
王
町
観
光
案
内
所
」
の
設
置

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
ま
ち
の
総
合

案
内
窓
口
と
し
て
、
季
節
ご
と
の
観
光

案
内
や
施
設
・
行
事
な
ど
の
紹
介
、
並

び
に
観
光
体
験
事
業
及
び
農
産
品
や
特

産
品
の
Ｐ
Ｒ
や
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と

し
て
の
機
能
も
付
加
す
る
計
画
で
す
。

　

本
年
は
、
四
年
振
り
に
ふ
る
さ
と
竜

王
夏
ま
つ
り
を
八
月
五
日
に
妹
背
の
里

で
開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
観

光
協
会
と
商
工
会
は
じ
め
行
政
や
関
係

機
関
・
各
種
団
体
で
実
行
委
員
会
を
組

織
し
、
ふ
る
さ
と
竜
王
へ
の
熱
い
想
い

と
家
族
や
仲
間
と
の
絆
、
地
域
と
の
結

び
つ
き
の
必
要
性
を
再
認
識
し
た
、
町

民
皆
様
の
ご
参
加
を
心
待
ち
に
し
、
新

し
い
企
画
で
検
討
し
て
お
り
ま
す
の
で

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

今
後
も
竜
王
町
の
豊
か
な
四
季

折
々
の
美
し
さ
と
雪
野
山
や
鏡
山
に
ま

つ
わ
る
歴
史
と
文
化
と
産
業
が
一
体
化

し
た
魅
力
あ
る
観
光
の
町
を
目
指
し
て

参
り
ま
す
。

　

末
筆
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご

多
幸
と
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

竜
王
町
観
光
協
会清　

水　

正　

作

副
会
長
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有
十
八
て
れ
ま
生
で
落
集
の
川
西
、
は
私

の
ろ
こ
い
幼
。
た
し
ま
ち
経
が
日
月
の
年
余

や
塀
、
中
道
の
で
ま
ん
さ
宮
お
ら
か
家
の
家

ら
か
後
の
そ
。
す
ま
き
行
で
ん
進
で
ま
ん
さ

き
す
た
を
帯
に
肩
、
ん
さ
女
巫
、
ん
さ
司
宮

を
御
渡
で
ま
ん
さ
宮
お
、
き
続
と
衆
な
と
お

馳
ご
で
家
の
子
氏
や
子
氏
。
す
ま
き
行
て
し

し
を
物
見
が
ど
な
々
方
の
戚
親
た
い
頂
を
走

。
す
で
の
も
た

　

納
奉
、
後
の
事
神
、
は
祭
大
例
の
秋
、
た
ま

供
子
る
出
に
撲
相
。
た
し
ま
れ
わ
行
が
撲
相

援
応
命
懸
生
一
を
士
力
豆
で
出
総
、
は
家
の

。
す
で
の
も
た
し

　

で
家
の
家
当
や
団
年
青
、
は
り
祭
の
在
現

衆
な
と
お
、
り
な
く
無
が
）
宴
酒
（
い
賄
の

も
加
参
の
で
服
礼
、
か
ほ
の
袴
織
羽
も
姿
の

宮
も
者
加
参
。
た
し
ま
り
な
と
と
こ
い
良

、
衆
な
と
お
、
代
総
宮
、
ん
さ
女
巫
、
ん
さ
司

族
家
の
そ
と
ん
さ
児
稚
御
、
者
係
関
の
家
当

と
う
想
を
昔
、
り
な
と
々
人
た
れ
ら
限
に
等

。
す
ま
い
て
じ
感
く
し
寂
変
大

　

き
引
も
今
と
緒
由
の
社
神
水
吉
、
で
こ
こ

紹
し
少
て
い
つ
に
事
行
る
い
て
れ
わ
行
き
続

。
す
ま
い
思
と
い
た
し
を
介

　

神
兼
思
意
八
、
は
神
祭
御
の
社
神
水
吉

甕
武
と
）
み
か
の
ね
か
い
も
お
ろ
こ
ご
や
（

い
想
の
へ
社
神
水
吉
川
西

と
神
主
を
）
み
か
の
ち
づ
か
み
け
た
（
神
槌

神
大
照
天
、
は
神
兼
思
意
八
。
す
ま
い
て
し

神
た
け
授
を
恵
知
の
め
た
る
す
し
出
お
に
外

大
が
神
大
照
天
、
は
神
槌
甕
武
、
た
ま
。
す

と
た
じ
命
う
よ
る
す
を
り
譲
国
に
命
主
国

み
け
た
（
方
名
御
武
の
子
の
命
主
国
大
、
き

よ
に
器
武
、
し
を
べ
比
力
と
神
の
）
た
か
な

の
撲
相
、
で
神
た
し
現
実
を
り
譲
国
ず
ら

を
神
二
の
こ
。
す
ま
い
て
れ
わ
言
も
と
祖
始

れ
さ
と
神
る
れ
ら
け
受
を
）
ど
な
護
守
道
武

領
御
て
し
と
社
弊
、
か
ほ
の
こ
。
す
ま
い
て

て
け
か
に
正
大
ら
か
治
明
が
社
神
天
と
社
神

。
す
ま
い
て
れ
ら
祀
て
れ
さ
祀
合

　

八
年
、
は
事
行
る
い
て
れ
さ
承
継
に
在
現

宗
と
）
楽
神
立
湯
（
事
神
て
し
と
事
祭
の
回

、
も
に
か
ほ
の
こ
。
す
ま
い
て
れ
わ
行
が
仕

領
の
）
ん
い
う
お
ご
（
印
玉
牛
は
に
旦
元

、）
り
ぶ
な
さ
う
そ
（
饗
苗
早
総、
長
義
左、
符

今
で
力
尽
ご
の
者
係
関
が
祭
燈
千
、
り
送
虫

。
す
ま
い
て
れ
ら
け
続
も

　

た
し
押
を
印
玉
牛
に
枝
の
柳
、
は
印
玉
牛

で
り
よ
こ
、
せ
併
と
枝
新
の
松
み
挟
を
紙
半

て
れ
ば
呼
と
」
う
と
の
た
「
で
の
も
た
ね
束

穀
五
で
と
こ
る
祀
に
代
苗
や
棚
神
。
す
ま
い

さ
と
る
あ
が
益
利
ご
に
散
退
病
疫
や
穣
豊

か
置
に
殿
本
、
は
に
旦
元
。
す
ま
い
て
れ

に
由
自
、
は
々
方
た
れ
さ
ま
済
を
拝
参
、
れ

名
び
呼
や
形
。
す
ま
き
で
が
と
こ
る
帰
ち
持

の
林
は
で
内
町
王
竜
、
が
す
ま
い
違
々
少
は

弥
阿
の
削
弓
、
堂
蔵
地
の
丁
輿
駕
、
寺
信
常

名
有
の
ど
な
寺
井
三
、
た
ま
、
で
ど
な
寺
陀

。
す
ま
き
で
が
と
こ
る
け
受
も
で
寺
社

　

、
て
し
と
事
行
の
一
唯
は
で
内
町
、
た
ま

間
の
日
十
二
百
二
と
日
十
百
二
に
月
九
年
毎

祭
燈
千
。
す
ま
い
て
れ
ら
け
続
が
祭
燈
千
に

拝
、
し
謝
感
に
事
無
害
災
と
穣
豊
穀
五
、
は

り
か
明
の
燈
千
」
ケ
ラ
ワ
カ
「
に
り
周
の
殿

、
え
供
を
酒
神
お
と
餐
供
御
に
前
神
、
し
灯
を

。
す
ま
い
合
り
語
き
開
を
宴
酒

　

し
化
変
は
式
様
後
今
、
は
事
行
の
ら
れ
こ

れ
さ
承
継
く
永
末
、
が
す
ま
い
思
と
く
い
て

吉水神社

たのとう「牛玉印」
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シ
リ
ー
ズ
ふ
る
さ
と
探
訪
63

我
が
忘
れ
じ
の
額
田
王

山
本
　
茂 

氏 

（
美
松
台
）

な
る
。
翌
年
一
月
、
斉
明
天
皇
は
戦
い
を
決

意
し
、
難
波
津
を
出
航
、
伊
予
国
熟
田
津
で

潮
待
ち
を
行
う
。
翌
三
月
、
額
田
王
は
斉
明

天
皇
の
代
理
に
て
出
航
の
安
全
を
神
に
祈
る

歌
を
詠
む
。船
の
帆
先
に
立
ち
月
光
を
背
に
、

力
強
く
朗
誦
し
た
歌
…

熟に
き

田た

つ津
に
船
乗
り
せ
む
と
月
待
て
ば

�

潮
も
適か

な

ひ
ぬ　

今
は
漕
ぎ
出
で
な

　

船
が
朝
倉
宮
（
福
岡
県
朝
倉
市
）
に
着
い

た
と
き
、
斉
明
天
皇
が
発
病
、
崩
御
さ
れ
た
。

女
帝
を
失
っ
た
軍
は
、
六
六
三
年
の
白
村
江

の
戦
い
で
大
敗
。
天
皇
長
男
・
中
大
兄
皇
子

は
、
唐
・
新
羅
の
侵
攻
を
恐
れ
、
九
州
・
西

日
本
各
地
に
防
衛
施
設
と
し
て
山
城
、
水み
ず

城き

を
建
設
す
る
。
さ
ら
に
近
江
へ
の
遷
都
を
図

る
。
遷
都
の
途
上
、
大
和
の
国
津
神
の
御
神

体
、
三
輪
山
の
歌
を
中
大
兄
皇
子
に
代
わ
っ

て
詠
ん
だ
の
が
次
の
一
首
。
遷
都
に
気
が
進

ま
な
い
人
々
に
共
感
す
る
よ
う
に
歌
を
詠
む

こ
と
で
、
逆
に
民
の
気
持
ち
を
鎮
め
よ
う
と

し
た
の
で
あ
ろ
う
。

三
輪
山
を　

し
か
も
隠
す
か
雲
だ
に
も

�

心
あ
ら
な
も　

隠
さ
ふ
べ
し
や

　

六
六
七
年
、
中
大
兄
皇
子
は
都
を
大
和
か

ら
近
江
大
津
宮
に
遷
都
し
即
位
、
天
智
天
皇

と
な
っ
た
。
そ
の
際
、
天
智
天
皇
は
大
海
人

皇
子
に
自
分
の
娘
四
人
を
嫁
が
せ
、
代
わ
り

に
額
田
王
を
引
き
取
り
、后
と
し
た
。
翌
年
、

天
皇
家
一
行
は
蒲
生
野
に
て
薬
猟
を
行
う
。

そ
の
宴
席
の
余
興
の
場
、
大
海
人
皇
子
の
贈

答
歌
に
応
え
て
詠
む
歌
…

あ
か
ね
さ
す　

紫
野
行
き
標し

め

野の

行
き

�

野
守
は
見
ず
や
君
が
袖
振
る

　

こ
の
時
、既
に
額
田
王
は
四
〇
歳
を
越
え
、

歌
の
世
界
も
人
生
も
、
円
熟
の
域
に
達
し
て

い
た
。
三
人
の
天
皇
に
仕
え
、
二
人
の
后
と

も
な
っ
た
。
人
生
最
良
の
頃
で
は
な
か
っ
た

か
。
そ
ん
な
折
、
こ
の
よ
う
な
天
智
天
皇
を

待
つ
歌
を
作
っ
た
。

　

仕
事
で
は
な
い
素
の
額
田
王
の
思
い
が
伝

わ
っ
て
く
る
。

君
待
つ
と
吾あ

が
恋
ひ
居
れ
ば
我
屋や

戸ど

の

�

簾
動
か
し
秋
の
風
吹
く

　

だ
が
、
幸
せ
は
長
く
続
か
な
い
。
六
七
一

年
、
病
床
の
天
智
天
皇
が
崩
御
。
額
田
は
葬

送
に
列
し
大お
お

殯あ
ら
き

の
時
の
歌
を
詠
む
。
心
か
ら

の
鎮
魂
歌
…

か
か
ら
む
と　

か
ね
て
知
り
せ
ば
大お

ほ
み
ふ
ね

御
船

�

泊は

て
し
泊

と
ま
り

に
標し

め

結ゆ

は
ま
し
を

　

厳
し
い
悲
劇
の
日
々
が
続
く
。
壬
申
の
乱

で
実
子
・
十
市
姫
王
の
夫
、
大
友
皇
子
が
戦

死
。
後
を
追
う
よ
う
に
十
市
が
死
去
。
こ
の

戦
い
で
勝
利
し
た
大
海
人
皇
子
が
即
位
し
、

天
武
天
皇
と
な
る
。
六
八
六
年
、
天
武
天
皇

崩
御
。

　

晩
年
、
故
天
武
天
皇
の
第
九
皇
子
で
あ
る

弓
削
皇
子
が
縁
深
い
吉
野
宮
に
て
額
田
王
に

贈
っ
た
歌
に
対
す
る
返
歌
…

古
い
に
し
え

に
恋
ふ
ら
む
鳥
は
霍ほ

と
と
ぎ
す

公
鳥

�

け
だ
し
や
鳴
き
し
我
が
思
へ
る
ご
と

　

一
度
、
帝
位
を
退
い
た
後
、
復
位
を
望
ん

だ
蜀
の
望
帝
が
、
そ
の
志
を
果
た
せ
ず
、
死

し
て
ほ
と
と
ぎ
す
と
化
し
、
往
時
を
偲
ん
で

昼
夜
分
か
た
ず
鳴
い
た
と
の
中
国
の
故
事
を

思
い
浮
か
べ
さ
せ
る
歌
で
あ
る
。果
た
し
て
、

額
田
王
が
偲
ん
だ
の
は
大
海
人
皇
子
か
天
智

天
皇
か
？
そ
れ
と
も
故
郷
・
鏡
の
郷
を
偲
ん

だ
も
の
な
の
か
。

結
び

　

少
女
時
代
か
ら
晩
年
ま
で
詠
い
続
け
て

四
十
七
年
。
稀
代
の
歌
人
と
し
て
、
愛
深
き

后
と
し
て
、
激
動
の
白
鳳
期
を
生
き
抜
い
た

額
田
王
。
彼
女
の
出
生
地
が
、
な
ん
と
筆
者

の
住
ま
い
の
近
く
に
あ
る
。
こ
の
不
思
議
な

縁
を
考
え
る
時
、今
更
な
が
ら
で
は
あ
る
が
、

彼
女
の
生
涯
を
多
く
の
人
々
に
知
っ
て
も
ら

い
た
い
と
の
思
い
で
溢
れ
そ
う
に
な
る
。

　

と
は
言
う
も
の
の
、
何
分
の
浅
学
の
身
、

何
を
為
せ
る
か
浮
か
ば
な
い
。

　

せ
め
て
例
年
、
鏡
山
に
来
る
ホ
ト
ト
ギ
ス

が
初
音
を
発
す
る
日
を
我
、
勝
手
に
「
額
田

王
時
鳥
の
日
」
と
定
め
、
一
人
ひ
っ
そ
り
額

田
の
媛
を
偲
び
た
い

も
の
だ
…

序
に
か
え
て

　

一
四
〇
〇
年
の
昔
よ
り
小
説
・
漫
画
・
歌

劇
の
ヒ
ロ
イ
ン
と
し
て
、
あ
ま
た
多
く
の

人
々
か
ら
愛
さ
れ
て
き
た
万
葉
の
歌
姫
。
蒲

生
野
・
鏡
が
生
ま
れ
郷
に
あ
っ
て
、
我
が
忘

れ
じ
の
女ひ

と性
こ
そ
額
田
王
な
の
で
あ
る
。
そ

の
半
生
を
今
一
度
、
紐
解
い
て
み
た
い
。
な

お
、
文
中
の
歌
六
首
は
、
あ
え
て
語
釈
を
省

い
て
い
る
。
そ
れ
は
、
読
む
方
が
詞
の
美
し

さ
を
玩
味
さ
れ
、
静
か
に
口
ず
さ
ん
で
頂
き

た
い
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

　

額
田
王
は
、
そ
の
年
齢
、
出
自
は
不
明
で

あ
る
。
朝
廷
に
上
が
る
ま
で
、
ど
の
よ
う
に

育
っ
て
き
た
か
諸
説
紛
々
が
あ
る
が
、
近
江

で
出
生
後
、
大
和
国
額
田
部
氏
に
預
け
ら
れ

養
育
さ
れ
た
説
が
有
力
か
と
思
う
。

　

六
四
二
年
、
氏う
じ

女め

と
し
て
宮
廷
に
入
り
、

皇
極
天
皇
に
仕
え
る
よ
う
に
な
る
。
地
方
豪

族
の
娘
が
、
宮
中
に
上
が
る
だ
け
に
、
巷
間

言
わ
れ
る
よ
う
に
才
色
兼
備
で
あ
っ
た
に
違

い
な
い
。
そ
の
後
、
六
四
五
年
乙
支
の
変
の

年
、
額
田
王
は
二
十
歳
（
推
定
）
で
大
海
人

皇
子
の
添そ
い
ふ
し臥
に
選
ば
れ
、后
と
な
る
。
翌
年
、

十
市
姫
王
を
生
ん
だ
。

　

六
六
〇
年
、
朝
鮮
半
島
で
は
、
倭
国
（
現

在
の
日
本
）
と
友
好
関
係
に
あ
っ
た
百
済
国

が
滅
ん
だ
。
後
に
復
興
運
動
が
展
開
さ
れ
、

救
援
を
求
め
ら
れ
た
倭
国
は
、
百
済
遺
民
軍

と
共
に
、
唐
・
新
羅
連
合
軍
と
戦
う
こ
と
と
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新
型
コ
ロ
ナ
も
春
先
よ
り
感
染
状
況
が
小
康
状
態
と
な
り
、
各
種
規
制
の

緩
和
に
よ
り
ヒ
ト
・
モ
ノ
の
動
き
が
活
発
と
な
り
ま
し
た
。

　

観
光
協
会
で
は
、
東
近
江
地
域
と
連
携
し
て
繰
り
広
げ
る
『
聖
徳
太
子

一
四
〇
〇
年
悠
久
の
近
江
再
発
見
』
事
業
で
、
聖
徳
太
子
御
作
と
の
言
い
伝

え
や
ゆ
か
り
の
あ
る
小
口
の
観
音
禅
寺
や
駕
輿
丁
の
地
蔵
堂
、
須
恵
の
観
音

堂
、
弓
削
の
阿
弥
陀
寺
、
岡
屋
の
吉
祥
寺
観
音
堂
に
安
置
さ
れ
る
仏
像
を
巡

る
ツ
ア
ー
を
催
行
し
た
と
こ
ろ
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
が
出
る
等
、
好
評
を
得
た

こ
と
か
ら
、
今
秋
に
も
ツ
ア
ー
催
行
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
十
一
月
末
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
山
之
上
地
区
の
ケ
ン

ケ
ト
祭
り
が
登
録
さ
れ
た
の
を
記
念
し
、
語
り
部
付
ハ
イ
キ
ン
グ
や
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
多
く
の
反
響
を
得
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
四
年
振
り
の
『
ふ
る
さ
と
竜
王
夏
ま
つ
り
』
開
催
に
向
け
鋭
意

準
備
中
で
す
。

　

皆
さ
ま
も
観
光
協
会
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
に
挙
っ
て
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

�

（
観
光
協
会　

事
務
局
）

今
後
の
観
光
協
会
イ
ベ
ン
ト
情
報

鮒
ず
し
漬
込
み
体
験

　

七
月
十
六
日（
日
）午
前
九
時
よ
り

　

女
性
の
家　

調
理
室

グ
ラ
ン
ま
る
し
ぇ

　

七
月
三
十
日（
日
）午
前
十
時
よ
り

　

�

三
井
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト　

南
モ
ー
ル

一
階　

セ
ン
タ
ー
コ
ー
ト

　

県
下
の
道
の
駅
大
集
合
を
計
画
中

ふ
る
さ
と
竜
王
夏
ま
つ
り

　

�

八
月
五
日（
土
）午
後
六
時
よ
り

妹
背
の
里

　

�

ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス　

江
州
音
頭
総
踊
り

　

花
火
打
上
げ
を
計
画
中

Ｊ
Ｒ
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
キ
ン
グ

　

九
月
三
十
日
（
土
）
午
前
十
時

　

�

三
井
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
バ
ス
停
集
合 

【
事
　
業
】

①
広
報
誌
「
観
光
竜
王
」
の
発
行

②
聖
徳
太
子
薨
去
一
四
〇
〇
年
記
念
事
業

③�

ケ
ン
ケ
ト
祭
り
ユ
ネ
ス
コ
登
録
記
念
イ
ベ
ン
ト

④
ふ
る
さ
と
竜
王
夏
ま
つ
り

⑤�

三
井
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
パ
ー
ク
に
お
け
る
イ
ベ
ン
ト
活
動

⑥
広
域
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
観
光
誘
客
活
動

⑦
近
隣
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
観
光
誘
客
活
動

⑧
Ｊ
Ｒ
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
キ
ン
グ

⑨
鏡
の
里
義
経
元
服
式

⑩
竜
王
歴
史
倶
楽
部
の
活
動
支
援

⑪
竜
王
町
ド
ラ
ゴ
ン
屋
台
村
の
活
動
支
援

⑫�

雪
野
山
、
鏡
山
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
等
の
整
備

⑬�

観
光
大
使
「
近
江
う
し
丸
」
に
よ
る
観
光
振
興

⑭
観
光
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
の
制
作
・
配
布

⑮
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
る
情
報
発
信
の
強
化

⑯
農
業
体
験

⑰
環
境
王
国
へ
の
支
援

⑱
役
員
研
修
会

令
和
五
年
度
の
主
な
事
業
計
画

竜王町観光協会
新役員名簿

（敬称略）

会　長　　若井　冨嗣（再任）

副会長　　邑地　礼子（再任）

副会長
（会計）　　清水　正作（再任）

理　事　　井口　敏夫（再任）

理　事　　岩田　英司（新任）

理　事　　小野　定章（再任）

理　事　　勝見　和夫（再任）

理　事　　木曽　公子（新任）

理　事　　谷村　明美（再任）

理　事　　寺島　健一（再任）

理　事　　寺島　　司（再任）

理　事　　寺本　育美（再任）

理　事　　中村　匡希（再任）

理　事　　森嶋　政文（再任）

理　事　　山添みゆき（新任）

監　事　　福本　宏弥（新任）

監　事　　山口　吉範（新任）

幹　事　　中村　健司（商工会）

幹　事　　谷村龍之介
　　　　　� （商工観光課）

事務局　　堀江　豊造

事務局　　西居　利恵

令和四年度の収支予算の内訳

収入の部
11,000,000円

会費
780,000円

諸収入
420,672円

繰越金
1,510,328円

補助金
8,289,000円

支出の部
11,000,000円

事業費 
3,050,000円 人件費・事務費

7,792,000円

予備費 100,000円
負担金 58,000円
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